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COME TRUE とは、「実現する、本当になる」

という意味を持つ言葉です

～第18号～

会長あいさつ
小田急多摩線延伸促進協議会

会　長　成　川　　　猛　　　

　私ども小田急多摩線延伸促進協議会は、小田急多摩線延伸の早期実現を促進

することを目的に、要望活動やPR活動などを展開しております。

　さて、小田急多摩線の延伸につきましては、地域の交通利便性の向上のみならず、

首都圏南西部の広域交通ネットワークの構築や、周辺都市の発展のためにも、

本協議会といたしましては、一日も早い実現を期待しているところです。

　令和元年５月に、町田市と相模原市において「調査のまとめ」が公表されたところ

であり、今後、より一層、小田急電鉄をはじめとする関係者と取組が進められていくものと承知しておりますが、本協議会

といたしましては、上溝地区や田名地区をはじめとする延伸線沿線地域のさらなる魅力の向上や延伸に資するまちづくりに

向けた取組など、延伸の実現に向けて今後も積極的な活動を実施してまいります。

　本協議会では、一日も早い延伸の実現を目指し、引き続き関係機関と一致団結し、連携を図りながら活動を行ってまいり

ますので、地域の皆様・市民の皆様からの一層のご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

回覧

小田急多摩線延伸促進協議会構成団体 　（31団体）

相模原市自治会連合会、各地区自治会連合会（小山、清新、横山、中央、星が丘、光が丘、大野北、大沢、

田名、上溝）、相模原商工会議所、相模原市商店連合会、相模原中央商店街協同組合、相模原西商店街協同組合、

相模原東商店会、さがみ夢大通り商店会、西門商店街、南橋本商栄会、矢部商工みどり会、上溝商店街振興組合、

田名商工連盟、高校通り商栄会、水郷田名観光協会、田名財産管理委員会、田名地区公共交通整備促進協議会、

小田急多摩線延伸・上溝駅開設推進協議会、相模原青年会議所、相模原市農業協同組合、

東京地方税理士会相模原支部、神奈川県社会保険労務士会相模原支部

小田急多摩線の延伸の効果

令和２年３月

多摩線延伸協議会議会 検 索【小田急多摩線延伸促進協議会の取組】

　自動車利用から鉄道

利用への転換により、

二酸化炭素の減少な

ど、環境負荷の軽減に

寄与するよ！

〇 環境負荷の軽減

　高齢者等の移動手段が確保されることに

より、外出機会の増加が図られるとともに、

自立的な社会経済活動への参画に寄与するよ！

〇 高齢社会等への対応

https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/toshikotsu/1004835/1004842/1004844.html

　延伸線地域から都心方面、県央・湘南方面、さらには広範

なエリアを有する多摩地域などとの相互の移動の速達性向上、

乗換回数の減少、経路選択の自由度の向上、混雑緩和、鉄道

不便地域の解消等が図られ、より便利で快適な暮らしの実現

につながるよ！

〇 より便利で快適な暮らしの実現

小田急多摩線が延伸してきたら、
相模原市はどんな街になるの？？

ロマンくん

　小田急多摩線の唐木田駅からJR相模線上溝駅までの延伸の実現に向けて、平成28年

４月の交通政策審議会答申で示された収支採算性等の課題解決を図るため、国、関係

地方公共団体、鉄道事業者等で構成された「小田急多摩線延伸に関する関係者会議」に

おいて、平成28年８月から平成31年３月にかけて行われた調査検討の結果が令和元年

５月に公表されました。

令和元年５月、「調査のまとめ」が公表されました！

「調査のまとめ」には次のような内容が掲載されています

● 延伸における概算建設費及び収支採算性の分析

　　唐木田から上溝までの分析結果、唐木田から相模原までを先に
整備した場合の分析結果が掲載されています。

● 延伸による沿線のまちづくりの促進

　　延伸により相模原市、町田市及び多摩市において促進される、
まちづくりの効果について掲載されています。

＜「調査のまとめ」は市ホームページでご覧いただけます＞

　https://www.city.sagamihara.kanagawa.jp/shisei/toshikotsu/1004835/1004842/index.html

　令和元年５月の公表を受け、小田急多摩線延伸・上溝駅開設推進協議会の主催による
市長との対話集会が７月に開催されました。その中で、本村市長から「上溝駅までぜひ
延伸したい。上溝のまちづくりをみなさんと一緒に考えていく。」と説明がありました。

　概算建設費及び収支採算性について、「唐木田から上溝まで」
と「唐木田から相模原まで」を比較すると、「唐木田から相模原
まで」の延伸の方が概算建設費は低減し、収支採算性は向上する
結果となっています。
　しかしながら、本協議会としては、上溝駅方面、更には田名
地区、愛川・厚木方面への延伸を目指し、今後も延伸の実現に
向け積極的な活動を行っていくとともに、関係者へ働きかけを
行ってまいります。

関連トピックス：小田急多摩線延伸・市長対話集会が開催されました

なるほど！

地域に住んでいる人や
子供たちにとって、

とっても住みやすい街に
なるね！！



わたしたちも「小田急多摩線延伸促進活動」を応援しています。

　令和元年７月５日（金）に総会を開催しました。

　来賓としてご出席いただいた本村市長からは、「小田

急多摩線の延伸を一日も早く実現することは、首都圏南

西部の広域交流拠点として本市が更なる発展を遂げること

につながるものと考える。一日も早い実現のためには、

市民、議員の皆さんと行政が一丸となって取組を進める

ことが大変重要と考えている。」との力強いお言葉をいた

だきました。

1  令和元年度　総会を開催しました

　本協議会と町田市の「町田小山

小 田 急 多 摩 線 延 伸 促 進 協 議 会」、

「小田急線延伸を促進させ最寄り駅を

誘致する会」、「小田急多摩線小山田駅

早期実現協議会」、愛川町の「愛川

小田急多摩線延伸促進協議会」及び

本市の「田名地区公共交通整備促進

協議会」、「小田急多摩線延伸・上溝

駅開設推進協議会」の合計７団体

で、神奈川県、相模原市、町田市、

小田急電鉄株式会社に対して「小田

急多摩線延伸の早期実現」に関する

要望を行いました。

3  各関係者へ要望活動を実施しました

　子どもから大人まで地域の皆さんに「小田急多摩線の

延伸」を広く知っていただくため、令和元年５月に開催

された「市民若葉まつり」や11月に開催された「支えあ

おう！さがみはらフェスタ2019」において、本協議会の

ブースを設置し、パネルの展示や資料の配布など、小田急

多摩線の延伸に関するPRを実施しました。また、さがみは

らフェスタでは新たに作成した缶バッチを配布しました。

　今後も積極的に各種イベントに参加し、PR活動を実施

していきますので、イベントで見かけた際は是非お立ち

寄りください。

2  各種イベントでPR活動を行いました

令和元年度　小田急多摩線延伸促進協議会活動報告

若葉まつり総会の様子 さがみはらフェスタ

小田急電鉄（株）小田急電鉄（株）町田市町田市

神奈川県神奈川県 相模原市相模原市

Ｑ：大学に通っている中で、相模原市はどんな街だと感じていますか。

Ａ：のびのびとした街と感じました。駅には大きなショッピングモールがあってとても便利ですし、

そこから少し離れると大きな公園もあり、自然が多くてのんびり暮らせそうな街だと思いました。

Ｑ：小田急多摩線の延伸に向けて相模原市や市民団体が取り組んでいることは知っていましたか。

Ａ：知らなかったです。私のように知らない人もまだたくさんいると思うので、今回の缶バッチの

企画がきっかけで知ってもらえたらうれしいです。

Ｑ：「虹」をモチーフにしていただきましたが、デザインの理由（想い）はなんですか。

Ａ：私の中で、虹は「希望」や「架ける」のイメージがあり、今回の延伸のイメージにぴったりだと

考えました。また、虹のカラフルさも缶バッチにいれたら明るく楽しい雰囲気になるのではと

考えました。実際の制作には虹をいくつも描きました。ここには伸びるだけではなく、未来に

広がっていくという意味も込めています。

Ｑ：小田急多摩線が唐木田駅から上溝駅まで延伸した場合、相模原市はどう変わると思いますか。

Ａ：つながることで、今まで交通が不便で都心や別の街へ行った

ことがなかった人たちが、アクセスしやすくなり、新しい

交流が生まれるのではと思います。

Ｑ：小田急多摩線延伸促進協議会へ応援のメッセージをお願い

します。

Ａ：延伸して唐木田駅から上溝駅までつながることで、多くの

人の暮らしが便利で快適になると思います。延伸することを

楽しみに、今後も応援していきます。

「ロマンくん」の

新たなデザインが

できました！！

「ロマンくん」の

新たなデザインが

できました！！
　本協議会の活動及び延伸に関する普及啓発を高めるため、女子美術大学デザインルームに所属する

「堀　ヒカル」さん（学生）にロマンくんの新たなノベルティグッズのデザインをしていただきました。

今回デザインを担当していただいた堀さんに、インタビューさせていただきました。

女子美術大学
デザインルーム
　堀　ヒカル さん

Design
（缶バッチ・台紙）【 】


